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京都工芸繊維大学　繊維科学センター
信州大学　繊維学部
 特任教授　山　崎　義　一

技術戦略技術戦略

繊維とナノテク繊維とナノテク

　２月16日～ 18日の３日間、東京ビッグサイトでナノ

テク2011が開催された。同展示会で紹介された繊維関

係のナノテク技術を中心に“繊維とナノテク”をレビ

ューする。

１．ナノテクノロジーの位置づけ

　NEDOの技術戦略でナノテクノロジーは次のよう

に位置づけられている。

　ナノテクノロジーは、物質の原子・分子レベルで

の微細かつ緻密な制御により表面積効果や量子効果

など、新たな現象や効果が期待できる究極のもの作

り技術であり、情報通信、環境、エネルギー、ライ

フサイエンス等の様々な分野でのイノベーション実

現に貢献することが期待されている。一方で、①ナ

ノテクノロジーは事業化されにくい、②実用化まで

の期間が長い、③出口（応用分野）が多岐にわたる

ため特定の出口との関連が弱い、等の特徴があると

されている。

　韓国・中国をはじめとするアジア諸国においても、

ナノテクノロジーが成長分野であることが認識され、

公的支援の重点化対象となっている。その結果、ア

ジア諸国の急激なキャッチアップが進んできている。

２．ナノテク展の概要

１）概況
　昨年と同様にNEDOのブースがひときわ目立ち、

来場者の注目を集めていた。韓国・台湾・ドイツな

ど海外ブースも充実している。

染協ニュース　2011 年６月

　ただ、前述の技術戦略マップ2010でも「ナノテク

ノロジーだけでは事業化されにくい」と指摘されて

いるように、出口が見えないか、または先が遠い展

示が多いのが現状である。

　なお、繊維関係のナノテクはエレクトロスピニン

グなどによるナノファイバーとカーボンナノチュー

ブや極細炭素繊維に関するものが中心でテキスタイ

ル関係の展示は極めて少ない。また、ナノファイバ

ーは、その用途がフィルター主体で出口に苦労して

いる状況が伺える。

　なお、中空糸膜などによる水処理技術が多数展示

されていたが、この分野は省略した。

２）NEDO　ナノテク・先端部材実用化研究開発
　Ａ：先端機能発現型新構造繊維部材基盤技術の開発

　　　（東京工業大学他）（2006年度～ 2010年度）

　共通基盤技術としては、①電界紡糸法（エレクト

ロスピニング）における繊維の高機能化、大型装置

化技術の開発、と②ナノ溶融分散紡糸法による炭素
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超極細繊維製造技術の開発がある。この二つの技術

から、①高性能、高機能電池用部材の開発、②高性

能、高機能フィルター用部材の開発、③高性能、高

機能医療衛生・産業用部材の開発を行うとしている。

Ａ－１：「 電界紡糸法の高度化と装置の大型化」関
係のテーマ

　① ナノファイバーの大量生成装置（パナソニック

ファクトリーソリューションズ）

　　 有機溶剤を使用する製造プロセスで安全に稼働

できる電界紡糸装置を開発

　② 安全・安心・快適な暮らしを創る“ナノファイ

バー”（日清紡績ホールディングス、グンゼ）

　　・ 抗菌性ナノファイバー（繊維をナノファイバ

ー化するだけで抗菌性が発現？）

　　・ ナノファイバーフィルターにより米国防塵マ

スク規格をクリア

　　・ 強度不足を解消した伸縮性ナノファイバー不

織布

　　・活性炭ナノファイバーによる消臭性不織布

　③ ナノファイバーが可能にする「薄くて、軽くて、

暖かい」快適インナー（グンゼ、日清紡績ホー

ルディングス）

　　・ ナノファイバー不織布のインナーへの活用“ナ

ノウオーム”

Ａ－２：「 ナノ溶媒分散紡糸法による炭素超極細繊
維の開発」関係のテーマ

　① 電気と熱を良く流す超極細炭素繊維（CNF）（帝人）

　　 直径100nmの高電気伝導性、高熱伝導性で高純

度なCNFの開発に成功（薄型電池、半導体分

野への応用）

　② 高出力・高エネルギー密度の小型電池、CNF

を用いたリチウムイオンキャパシタにより達成

（帝人）

　　 超極細炭素繊維（CNF）を高比表面積化し、

リチウムイオンキャパシタに適用

　③ 有機ラジカルポリマーを採用した“薄型電池”

－炭素超極細繊維との複合化で出力特性を向上

－（日本電気、住友精化、DIC）

　　 蓄電性プラスチックを用いた二次電池で、薄く

て曲げられる新しい電池（スマートカードやウ

エラブル端末への応用）

　④ 超耐熱、低圧損のセラミックフィルター－無機

ナノファイバーを用い高い捕集効果と低い圧力

損失を両立－（日本エアーフィルター、帝人）

　　 1000℃以上で柔軟性を維持する無機ナノファイ

バーの開発により、従来の１/２の圧力損失で

100nmの粒子を捕集する超耐熱セラミックフィ

ルター

　⑤ “耐熱性有機フィルター”（帝人テクノプロダ

クツ、日本エアーフィルター）

　　 パラアラミド繊維のナノファイバー、耐熱性

400℃を維持し従来ガラス繊維の１/２以下のろ

材圧力損失

　⑥ 世界最高レベルの低圧力損失“ナノファイバー

エアーフィルター”（東洋紡績）

　　 繊維直径を高度に制御したナノファイバーをフ

ィルター部材に用いた従来のフィルターに対し

て圧力損失が半分のエアーフィルター

Ｂ：その他の進行中のプロジェクト
　① カーボンナノチューブ（CNT）を用いた革新的

超軽量電線（古河電気工業、信州大学、MEFS）

（2009.10 ～ 2012.9）

　　 電線に適したCNTの設計技術、CNTの長尺化

技術、長尺CNTの電線化技術

　② セルロースシングルナノファイバー（CSNF）

を用いた環境対応型高機能包装部材の開発　

（日本製紙、花王、凸版印刷）（2007.10 ～ 2012.9）

　　・ 木材セルロースのTEMPO触媒酸化プロセス

およびナノファイバー製造プロセスの開発

　　・ CSNFの製造および構造評価技術の開発

　　 ・CSNFを用いた高いガスバリアーなど高機能

包装材料の実用化

　③ サスティナブルハイパーコンポジット技術の開

発（熱可塑性樹脂を用いた炭素繊維複合材料）

（東京大学、三菱レイヨン、東洋紡績、東レ、

タカギセイコー）（2008年度～ 2012年度）

　　・ 一方向性中間基材製造技術（連続繊維を使用

した高強度熱可塑CFRTP中間基材）

　　・ 一方向性中間基材の成形方法（スタンピング
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成形、内圧成形）

　　・ 等方性中間基材製造技術（不連続繊維を使用

した高強度熱可塑CFRTP中間基材）

　　・ スタンピング成形技術（等方性中間基材の高

速成形技術）

　　・CFRTPを用いた接合技術の開発

　　・CFRTPを用いたリサイクル技術の開発

　④ 超省エネ型の環境清浄化用複合機能化ナノ構造

エアデバイスの研究開発（除塵・抗菌・消臭・調湿）

　　 （東京工業大学、日本エアーフィルター、日本

バルカー工業、クラレ）（2010.10 ～ 2013.9）

　　 0.1μｍ径のナノ粒子除去率99％を確保し、抗菌・

脱臭性能を向上させ、30％以上の省エネを目指す。

３）産業技術総合研究所
　① 製織集積化技術による大面積タッチセンサー　

ダイコーテイング法を用いてナイロンファイバ

ー上に有機導電性ポリマー PEDOT・PSSを連

続的に成膜する方法を確立。織機を用いて機能

性糸を1.2m幅で連続的にシート化し、同シー

トを用いて人との間の静電容量を測る方式のタ

ッチセンサーを開発。

４）TOPTEC社　大量ナノファイバーシート製造装置
　 　信州大学（倪慶清教授）と共同開発されたエレク

トロスピニングによる大量ナノファイバー製造装置を

展示（PUナノファイバー製造装置を展示）

５）東レ
　①柔軟ポリ乳酸（PLA）フィルム

　　PLAポリマーに可塑剤をナノ分散させる。

　② 衝撃エネルギー吸収ナイロン

　　 （２種類以上の樹脂のナノアロイ技術）

　③高純度・高導電２層CNT

　④熱可塑CFRP

　　 従来の熱可塑性樹脂と同様の成形加工性を有す

るCFRPである長繊維ペレットの開発（CFの

界面ナノ構造制御により接着性を向上）

　⑤ 宇宙素材から地球素材へ（繊維改良技術“ナノ

モディ”）

TOPTEC社　PUナノファイバー製造装置
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６）クラレトレーディング他
　① CNTコーテイング導電繊維“CNTEC”の用途

開発（ファブリックヒーター）

７）旭化成せんい
　① セルロースナノファイバー不織布（CNF）（親

水化・疎水化、蛋白質吸着能、耐有機溶剤性）

　② セルロースナノ粒子（粒子径　40,70,270,500nm）

　③ポリケトン多孔膜（機能性フィルター他）

８）グンゼ
　① SiC繊維と用途開発（複合材）（ケイ素と炭素が

１：１で結合した化合物）

　・ナノウオーム（ナノファイバーを用いた衣料）

　② フィルム型色素増感太陽電池モジュール（開発中）

SiC繊維の結晶化過程

SiC繊維及び複合材料の製造プロセス
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Profi le
山崎　義一（やまさき よしかず）

1944年３月　生まれ
1966年３月　 静岡大学・理学科・化学専攻・卒業
1967年４月　 日本化学繊維協会・勤務　　 大阪事務所長　兼　技術グループ長
2007年３月　退職
2007年４月　 山崎技術士事務所所長
専門分野：化学繊維の技術動向全般
資　　格： TES（繊維製品品質管理士）、技術士（繊維部門）、講演等多数
著　　書： せんいの科学（サイエンス・アイ新書）2011年５月発刊（ソフトバンクク

リエイティブ㈱）他多数

S

９） SNT（慶応義塾大学・白鳥世明研究室のベン
チャー）

　① 超撥水コーティング技術（接触角150度以上）

遺伝子組換えによる蛍光蛋白質導入繭

大きな韓国ブース

10）信州大学・繊維学部
　① 低次元ゾルによるオール無機ナノファイバー

（信州大学（村上泰教授）、日本バイリーン）

　　 低次元成長ゾルでナノファイバーを製造し焼成

することにより、実用性の高い無機ナノファイ

バー（繊維径500nm、繊維径が均一、高結晶性、

高純度）を作成する。

特許3533606　「超撥水膜及び超撥水性膜の製造

方法」他

　　大きな凹凸と小さな凹凸を組み合わせる。

11）農業生物資源研究所
　①絹蛋白素材開発ユニット（シルクフィブロイン

　　スポンジ、ホーネットシルク）

　②生活資材開発ユニット（シルクの医療分野への

　　利用研究、遺伝子組換え繭の利用研究）
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株式会社 小 林 研 究 所
 プロジェクトプランナー　小　林　宣　彦

マーケティングの現場
52週マーチャンダイジング

継続と集中

マーケティングの現場マーケティングの現場
52週マーチャンダイジング52週マーチャンダイジング

＝＝活用と管理活用と管理＝＝
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　四幕　活かし方。OPERATION
 52週マーチャンダイジングの活用と管理

１．１．数値マネジメント。数値マネジメント。
　 　 数値マーチャンダイジングの仕組み数値マーチャンダイジングの仕組み

１．数値マネジメントの考え方。
　数値は理整然としています。数値をしっかりと組
み立てれば、マーケットの変化や不測事態に理整然
と修正・対処できます。数値をマネジメントしながら、
最適な52週マーチャンダイジングを進めます。

２．数値マネジメントの目的。
　いくら利益を得るか（経常利益）＋経費＝52週マー
チャンダイジングの粗利益目標です。目標未達成な
ら経費を削減するしかありません。この粗利益目標
を月次から週次までに振り分けて、毎週達成するこ
とが数値マネジメントの目的です。

３．数値マネジメントの機能。
　数値マネジメント機能には、幕から始める「仕入
金額の最適化」、場で調節管理する「在庫数量の最適
化」、コマで実施する「販売商品の最適化」がありま
す。この仕入と在庫そして販売に到る数値マネジメ
ント機能で、毎週の利益目標を最適な結果に導きます。

４．数値マネジメントシステムの概要。
　仕入金額の最適化機能は、先行している仕入れ業
務を管理する「先行管理システム」と仕入れ商品を
店頭に配分する「配分管理システム」で進めます。
在庫数量の最適化機能は、配分数量を調節・修正す
る「在庫管理システム」と在庫を細かく分析・検証・
対処する「単品管理システム」で進めます。販売商

コマの在り方・動かし方。
　１．コマの在り方。２. ５２週マーチャンダイジン
グの動かし方。３．継続は力なり。４．52wMMSの
崩壊。５．馴れ合い防止のS－O－Rサイクル。
コーザルデータ。
　１．回答の考え方。２．コーザルデータの様式。３．
数値項目。４，商品と現場項目。５．コーザルデー
タの見方・読み方。
回答の分析。
　１．数値分析の方法。２．データウェアハウス。３．
数値分析業務の基本。４．基本となるデータを選択
する。５．データを分析する。６．数値化できる項
目に絞る。７．見える化する。８．言い訳と分析は
違います。９．数字で示そう。 10．現場分析の基本。 
11．現場分析の方法。
先週の検証。
　１．数値の検証方法。２．現場スタッフの検証方法。
３．臨場検証法。４．傾聴検証法。
今週に対処。
　１．ソフトモデルで対処する。２．メタ認知能力。３．
数値の対処手順。４．現場スタッフの対処方法。５．
臨場対処方法。
指示・点検。
　１．指示の基本。２．的確に指示する。３．指示
と命令は異なります。４．心を込めて数字で示す。５．
点検の基本。６．今週の現場を点検する。７．すべ
ての答えは現場にあり。８．直近の回答を、次幕の
データとする。

　三幕　「動き方」の概要。
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品の最適化機能は、単品管理で分析・検証した売れ
筋商品の追加に対処するための「作増管理システム」
と、死に筋商品の売価変更（売変）などで、増加す
る値引きに対処する「売価管理システム」で進めま
す。この各機能と業務が「数値最適化マネジメント
システム」となります。

５．数値マネジメントの進め方。
　数値マネジメントを迅速かつ、正確に進めるため
にICT（Information　and　Communication　
Technologyの略＝情報通信技術）を活用します。活
用プロセスは、①ＰＯＳdbに数値マネジメントのデ
ータマートを設け、②先行管理・配分管理・在庫管
理などの数値マネジメントフォーマットを作成。フ
ォーマットは幕・場・コマを時系列で分析・検証・
修正・対処できるようにします。たとえば、幕から
始める先行管理や配分管理フォーマットが場の月次
在庫管理となり、さらにコマの週次単品管理フォー
マットになるといったことです。③幕・場・コマの
各フォーマットを作成し、ＰＯＳデータマートにフ
ァイルを設けて数値最適化マネジメントを進めます。

２．２．先行管理システム。先行管理システム。
　 　 変化に対処する仕組みづくり変化に対処する仕組みづくり

１．先行数値管理。
　数値マネジメントは、先行しておこなう原材料と
か生産加工スペースの確保及び店舗のスクラップ＆
ビルドなどを想定して取り掛かります。この先行し
て必要となる数値マネジメントを「先行数値管理（以
下略＝先行管理）」と称します。

２．先行管理の目的。
　先行管理は売上の好不調、ファッショントレンド

やマーケットなどの急激な変化に対処するための知
恵です。変化に対処するために仕入れ予算の進捗率
を当月80%・次月60%・次々月30%など仕入れを制御
する数値を決めておき、毎週「三ヶ月単位」で分析・
検証・修正・対処します。「変化に対処する」こと
が先行管理の目的です。

３．先行管理フォーマット。
　先行管理のフォーマットは①仕入れ、②仮契約（買
約）、③在庫、④売上、⑤売価変更（売変）の予算・
実績・進捗率などの項目で作成します。このフォー
マットで当月、次月、次々月を分析・検証・修正・
対処するためのファイルを設けて、POSdbと連動さ
せながら先行管理を進めます。

４．マークバランスコントロール。
　先行している契約商品の進捗状況は、仮契約（以
下略＝買約）の場合が多くマーチャンダイザーやバ
イヤーの頭の中とかノートやメモ類でしか分かりま
せん。そこで表面に出にくいことから「潜行管理」
としmbc（mask・balance・controlの略＝買約調節
管理）」と呼称しました。「mbc」というファイルに
買約データ を毎週インプットし、仕入れと在庫を調
節管理します。

５．mbcの活用。
　先行管理ファイル「mbc」による買約管理は次の
手順で進めます。①POSdbの週次在庫回転日数など
で商品の動き方を「分析・検証」し、②次月の先行
仕入れ在庫を確認して品揃え構成比率を「修正」し
て、③次々月の最適な買約ができるように「対処」
します。このプロセスを週はじめに迅速かつ的確に
実行できるよう、当月検証・次月修正・次々月対処
のマニュアルを作成します。

MD·BY

SM

DB   

BY 
MD  

BY·DB 

BY·DB BY·DB

１ 数値マネジメントシステムチャート

BY·DB 

MD·BY

MD·SM
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６．先行管理システム。
　先行管理ファイル「mbc」と管理手順およびマニ
ュアルが先行管理システムとなります。システムは、
POSデータマートの先行管理ファィルに三ヶ月単位
で先行管理フォーマットを設け、商談結果をmbcに
登録し、週はじめに手順にしたがい分析・検証・修正・
対処します。月次の先行管理を週次に引き継いで管
理する仕組みが「在庫管理システム」となります。

３．３．配分管理システム。配分管理システム。
　 　 適時適量に挑戦する仕組みづくり適時適量に挑戦する仕組みづくり

１．配分管理の考え方。
　配分管理は店舗のスクラップ＆ビルドなど、幕の
販売施策で算出された配分数量に基づき先行して進
めます。配分は、分けて配る単純作業ではありませ
ん。売場のロケーションとか販売スタッフの能力な

どを配慮して行なう業務です。店舗立地とか販売能
力などで売る数量に格差ができるからです。配分数
量を間違えると「販売機会損失」による売上未達成
や、在庫過多が生じ値下げ幅が拡大して「粗利益の
減少」を招きます。機会損失を防ぎ、値下げ幅を減
少させるために「適時適量に挑戦」するのが配分管
理です。

２．配分管理の目的。
　配分管理の目的は「店頭在庫の最適化による商品
の高速回転」です。商品を高速回転させるために販
売機会損失を防ぎ、値下げ幅を縮小する配分管理の
方式を開発します。配分管理方式は、業態やブラン
ドコンセプトなどによって異なります。

３．配分管理の方式。
　様々な配分管理を大別すると「SKU方式」「品番

 

mbc
BY

M MD

次々月

当月

次月

進捗管理

２ 先行管理フォーマット

当月分析・検証

次月修正 次々月対処

仕入れ検証マニュアル

売上検証マニュアル

売変検証マニュアル
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リサーチ

ＭＢＣ

SM
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MD  
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先行管理
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修正修正

6

修正

6

修正 修正修正 修正修正修正

9

対処

0

対処 対処 対処

分析・検証 分析・検証 分析・検証 分析・検証

３ 先行管理システム

POS db
マネジメント
システム

ＰＯＳ
db

毎週進捗管理
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パッケージ方式」「サプライ・ユニット方式」があり、
それらを組み合わせると「店舗決定主導型」「POSマ
ニュアル型」「品番パッケージ型」「EDS型」に分類
できます。この配分管理タイプを、事業形態や業態
そして扱い商品などに基づき組み合わせて「自社に
最適な配分管理システム」を開発します。

４．SKU方式。
　SKU（Stok Keeping Unitの略=在庫最小単位）方
式は、店舗が配分数量の権限と責任を持つ仕組みで
す。自主販売・自主在庫管理でお客に対処する、高
級高価格のブランド商品を扱う店舗向けのシステム
です。しかし一品ごとに細かく販売するために、配
分頻度と労力を伴い人件費などの経費がかさみ、売
り上げ不振の場合には在庫が増えて崩壊する危険が
あります。在庫増を回避するために、アウトレット
などの処分場所の確保で対応します。

５．品番パッケージ方式。
　品番パッケージ方式とは、店舗毎に決めた数量を
パッケージにまとめて配分すること。スピード優先
型のファストフアッションチェーン向きのPOSマニ
ュアル型と、トレンドや嗜好に左右されない実用品
チェーン向きの品番パッケージ型があります。POS 
dbを活用して本部で配分量を決定し、POSデータに
より補充する方式です。本部主導の画一した配分で
ローコストを実現します。
一方、店舗間格差による売れ筋不足による機会損失
と、死に筋在庫の値下げ損失を生じます。機会損失
を防ぐための細かな補充配分や、死に筋在庫の店舗
間移動を行って回避する手段を講じます。

６．サプライ・ユニット方式。
　サプライ・ユニット方式とは、SCM（Supplychain 

ManagementSystemの略＝売場と工場を連鎖した
商品供給の仕組み）を構築し、品番パッケージ方式
をさらに徹底し合理化したユニット(単位)を組み直
接 配 分 す る シ ス テ ム で す。EDS（Electric 
OperationSystemの略＝電子機器活用の業務の仕組
み）でローコスト＆ハイスピードの配分をおこなう
ことからEDS型と呼称しています。

７．配分数量の定め方。
　配分システムが決まると、売場の品揃と配分数量
を次の手順で定めます。①売場の坪効率と在庫維持
率などで総売上高を定め、単品の構成比で単品ごと
の売上高を求めて単価で割って数量を算出し、②お
客の目で商品が見やすくて選びやすい割付（layout）
で売場配分面積を決め、売場の基本となる区分
（zoning）を定めて棚割（facing）をおこないます。
棚割とは商品の陳列・配置・フエイス量のこと。棚
割で単品数量を配置する計画を立て品揃数量を配置
計画に基づいて振り分けます。③振り分けた単品の、
週次在庫回転日数を算出し売場の配分数量をSKUで
定めます。ＶＰ（visual presentationの略＝視覚化
販促）による割付で、視認率の向上を目指した「ビ
ィジュァルマーチャンダイジング」の場合、ディス
プレィ・ＰＯＰ（Point  Of  Purchaceの略）・コーデ
ィネートなどのアイキャッチ業務を基本とした配置
計画を立て、配分数量を定めて投入します。

４．４．在庫管理システム。在庫管理システム。
　 　 資金を高速回転させる仕組みづくり資金を高速回転させる仕組みづくり

１．在庫管理の考え方.。
　毎週の店頭配分計画にしたがい、買約品を一ヶ月
ぐらい前から本契約マーク（Mark＝品番）に振りか
えて週次で引き取ります。引取日が仕入れ金額発生
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